
第９回定時株主総会招集ご通知に際しての
インターネット開示事項

個別注記表

（2019年１月１日から2019年12月31日まで）

株式会社Welby

上記事項につきましては、法令及び定款第18条の規定に基づき、当社のウェブサイ
ト（https://welby.jp/ir/meeting/）に掲載することにより、株主の皆様に提供し
ております。
なお、上記事項は、監査等委員会及び会計監査人が監査報告を作成する際に行った
監査の対象に含まれております。
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個 別 注 記 表

1. 継続企業の前提に関する注記
　該当事項はありません。

2. 重要な会計方針に係る事項に関する注記
（1）有価証券の評価基準及び評価方法
① 子会社株式及び関連会社株式
　移動平均法による原価法を採用しております。
② その他有価証券
　移動平均法による原価法を採用しております。

（2）たな卸資産の評価基準及び評価方法
① 仕掛品
　個別法による原価法を採用しております。

（3）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産
　定率法を採用しております。
　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物付属設備 15年
工具、器具及び備品 ４～15年
　ただし、2016年４月１日以降に取得した建物付属設備については、定額法を
採用しております。
② 無形固定資産
　定額法を採用しております。
　なお、ソフトウェア（自社利用）は、利用可能期間（５年以内）に基づく定
額法によっております。
③ 長期前払費用
　定額法を利用しております。

（4）消費税等の会計処理方法
　消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。

3. 表示方法の変更に関する注記
（「「税効果会計に係る会計基準」の一部改正」等の適用）
「「税効果会計に係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２

月16日）に伴う、「会社法施行規則及び会社計算規則の一部を改正する省令」（法務
省令第５号 2018年３月26日）を当事業年度から適用し、繰延税金資産は投資そ
の他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。
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4. 貸借対照表に関する注記
（1）担保に供している資産および担保に係る債務
① 担保に供している資産
預金 40,000千円
② 担保に係る債務
１年内返済予定の長期借入金 7,140千円
長期借入金 22,630千円

計 29,770千円
（2）有形固定資産の減価償却累計額 5,317千円

5. 損益計算書に関する注記
　該当事項はありません。

6. 株主資本等変動計算書に関する注記
（1）当該事業年度の末日における発行済株式の種類及び株式数

普通株式 7,784,800株
（2）当事業年度の末日における当社が発行している新株予約権の目的となる株式の

数
普通株式 544,000株

7. 税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
繰越欠損金 27,362千円
その他 2,242千円
繰延税金資産小計 29,605千円
評価性引当額 △10,412千円
繰延税金資産合計 19,193千円
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8. 金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に対する事項
① 金融商品に対する取組方針
　当社は、資金運用に関しては、短期的な預金等に限定し、また、資金調達に
ついては自己資金からの充当による方針であります。また、デリバティブ取引
に関しては行わない方針であります。
② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
　現金及び預金は、金融機関の信用リスクに晒されておりますが、預入先は信
用度の高い銀行であります。
　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リス
クにつきましては、当社の与信管理規程に従い、主要な取引先の状況を定期的
にモニタリングし、取引相手ごとに期日管理及び残高管理を行うとともに、財
務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
　投資有価証券及び関係会社株式については、定期的に時価や発行体（取引先
企業）の財務状況等を把握し、また、取引先企業との関係を勘案して保有状況
を継続的に見直しております。
　差入敷金保証金は、本社ビルの賃貸借契約に伴うものであります。
　営業債務である買掛金、未払金は、１年以内の支払期日となっております。
また、買掛金、未払金は流動性リスクに晒されておりますが、当該リスクにつ
きましては、月次単位での支払予定を把握する等の方法により、当該リスクを
管理しております。
　長期借入金は、営業取引及び設備投資に係る資金調達であり、支払金利の変
動リスクに晒されておりますが、金利変動リスクに対しては金利を固定化する
ことによりリスク回避を行っております。
③ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価格のほか、市場価格がない場合に
は合理的に算定された価格が含まれております。当該価格の算定においては変
動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該
価格が変動することがあります。
　貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。
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貸借対照表計上額
（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

（1）現金及び預金 1,208,821 1,208,821 ―

（2）売掛金 430,785 430,785 ―

（3）未収入金 30,752 30,752 ―

（4）差入保証金 50,149 50,290 141

資産計 1,720,507 1,720,649 141

（1）買掛金 69,752 69,752 ―

（2）未払金 28,935 28,935 ―
（3）長期借入金
（１年内返済予定の長期借入金含む） 29,770 29,812 42

負債計 128,457 128,499 42

（注１）金融商品の時価の算定方法
資産
（1）現金及び預金、（2）売掛金、（3）未収入金
　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、
当該帳簿価額によっております。

（4）差入保証金
　差入保証金の時価については、回収見込み額を残存契約期間に対応する国債
等の適切な利率で割り引いた現在価値により算定しております。

負債
（1）買掛金、（2）未払金
　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、
当該帳簿価額によっております。

（3）長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む）
　長期借入金は、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定さ
れる利率で割り引いた現在価値により算定しております。

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の貸借対照表計上額

区分 2019年12月31日
（千円）

関係会社株式 15,030
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（注３）金銭債権及び満期がある有価証券の決算日後の償還予定額

１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 1,208,821 ― ― ―

売掛金 430,785 ― ― ―

未収入金 30,752 ― ― ―

差入保証金 ― 50,149 ― ―

合計 1,670,358 50,149 ― ―

（注４）長期借入金の決算日後の返済予定額

１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 7,140 7,140 7,140 7,140 1,210 ―

合計 7,140 7,140 7,140 7,140 1,210 ―

9. 持分法損益等に関する注記
　当社が有している関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏
しい関連会社であるため、記載を省略しております。

10. 関連当事者との取引に関する注記
該当事項はありません。

11. １株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 214円 31銭
（2）１株当たり当期純損失 1円 47銭
（注）当社は、2019年10月４日付けで普通株式１株につき普通株式４株の割合で株

式分割を行っております。１株当たり情報の各金額は、当事業年度の期首に
当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。

12．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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